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図４２ 市町村別専兼業別農家数の割合
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③ 農業就業人口

販売農家の農業就業人口は 43,977 人で、前回に比べて▲19.6%（全国▲22.3%）とな

った。（表３０）

販売農家の農業就業人口を市町村別にみると、豊後大野市(4,848 人)、宇佐市(4,793 人)、

竹田市(4,101 人)が多い。（図４３、４４）

「農業就業人口」とは、自営農業に従事した世帯員のうち、調査期日前１

年間に自営農業のみに従事した者又は農業とそれ以外の仕事に従事した者の

うち、自営農業が主の者をいう。

図４３ 農業就業人口及び農業就業人口の平均年齢の推移
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